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(社)北多摩建設業協会 会 長 林  清一 
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平成２８年 度東京都予算等に対する要望書 

平素、三多摩建設業連合会に対し、ご指導ご高配を賜り厚く御

礼申し上げます。 

 ２０２０年、東京オリンピック、パラリンピックの開催を控え

て、建設市場は活性化のきざしを見せておりますが、我々中小建

設業者は、その恩恵を十分に享受するに至っておりません。 

また、将来にわたって、公共工事の品質確保を図っていくため

には、その担い手を育成して行く必要があります。そのためには

適正な利潤確保が出来るように、発注者に対してアピールして行

く必要を痛感するものであります。 

 近年、豪雨や竜巻・がけ崩れ等の自然災害に伴う尊い命と財産

が失われ、国においては国土強靭化法の制定を踏まえて、東京都

に対して社会資本の整備や維持管理に必要な予算確保をいただ

き、都民の安全と安心で快適な生活を築いていくべきだと考えて

おります。 

三多摩地域は、都心への通勤・通学・ベットタウン機能を有し

ております。 

また、河川・山間部を抱えた地域であり、市街地と一体化して

捉えるべき地域であります。 

区部と対比して、遅れている社会資本の整備は、南北交通網を

はじめ、橋梁・河川改修運動・文化施設等多くの面でその充実を

はかっていく必要性を痛感するものであります。 

 三多摩地域の社会資本の整備について、一層のご高配を賜りま

すようお願い申し上げます。 

 三多摩建設業連合会は、一般社団法人北多摩建設業協会、一般

社団法人南多摩建設業協会、西多摩建設業協同組合の三団体で構

成しており、東京都及び三多摩の市町村と連携して災害時の道路

啓開、河川の水防対策・雪害対策等に積極的に取り組んでおりま

す。特に三多摩地域における東京都建設事務所等と緊密な連携を

図るため、意見交換会や防災訓練を実施し、災害時における緊急

対応に備えております。今後とも地場建設業として、社会的使命

を認識し、社会資本の担い手として、地域経済の振興及び地域社

会に対する貢献などに鋭意取り組んで参ります。 

 平成２８年度の東京都予算編成にあたり、前年度に増して三多

摩地域に特段のご理解とご高配を賜りたく、要望します。 

よろしくお願いします。 

 

【要望事項】 

一．公共事業費の確保について                                        
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災害の多様化に伴って公共事業費の必要性が増大しております 

ので、三多摩業連合会として次の事項を要望します。  

                              

１ 多摩地域における集中豪雨について、市街地の冠水対策及び 

山間地の土砂災害対策に対する公共事業費の優先確保を要望します。 
 

２ 災害に対応し、合わせて震災対策として、定期的な河川の浚渫、堤 

防の強化及び必要な維持修繕並びに耐震事業を優先に、予算の確保を 

お願いします。 
 

３ 多摩地域の道路整備、橋梁の架け替え、地山砂防対策について、優先

度の高い箇所から、ゼロ都債を活用するなどして、引き続き公共事業費

の確保と発注の平準化を要望します。 
 

４ ２０２０年に東京でオリンピック・パラリンピックが開催され、諸施

設整備を図る事となりますが、その費用捻出のために、多摩地域の公共                 

（２面につづく） 
 



    西多摩建設業協同組合  広報委員会  ＦＡＸ ０４２８-２２-５４２０ 平成２７年１０月２０日  第２５５号（２）  

 

                                                                        

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 ９ 月 事 業 報 告  

１日 午前８時 西建協・災害対策本部設置７名参集 

        （正副理事長・災害対策安全正副委員長） 

＊７１路線道路啓開協定業者緊急巡回を実施 

 ３日 大型工事現場視察研修（災害対策安全委員） 
首都圏外環自動車道 松戸～市川南区間 工事現場 

参加者２０名 

９日 三多摩建設業連合会  

     平成２８年度東京都予算等に対する、都知事、 

都議会自民党・公明党・民主党に要望書提出及び 

自民党・公明党とヒヤリング実施 正副理事長出席 

１１日 労働衛生週間説明会 建災防西多摩分会  

時間 午後２時～４時  

会場 あきる野市中央公民館 別館３階 

 １部 平成２７年度労働衛生週間実施要綱の説明 

２部 安全衛生活動事例発表 

準備期間 ９月１日から３０日 

スローガン 職場発！心とからだの健康チェック 

     はじまる 広がる 健康職場 

本週間  １０月１日～１０月７日 

１５日 広報委員会 ２５４号編集発行 

１４日 総務委員会 

１６日 理事会 

１８日 事業委員会 

２４日 若手経営者の会 役員会 

  １０ 月 事 業 計 画  

 ３日 若手経営者の会 工事現場視察研修 １泊２日 

     愛媛県 松山港湾工事現場 

（松山港外港地区国際物流ターミナル整備事業） 

７日 三多摩建設業連合会 役員会 南多摩建設業協会 

８日 災害対策安全委員会 

９日 広報委員会 ２５５号編集発行 

１５日 三多摩建設業連合会 第６回街づくり担い手発掘 

     プロジェクト実行委員会  会場：南多摩協会 

１９日 総務委員会 

２０日 事業委員会 

２１日 理事会 

  ≪１１月４日 西多摩地区建設業界暴力団等排除協議≫ 

平成２７年度研修（講演）及び総会 

会場  福生市民会館  小ホール 

時間  １４時～１６時１５分  

 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 
受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 

<青梅校 201６年度開講講座〉 
 

◎２級建築士学科（日曜）コース  

講義日程 12月中旬スタート 

◎１級建築施工管理技士学科講座    

講義日程  2月初旬スタート 

◎１級土木施工管理技士学科講座  

講義日程  3月中旬スタート 

・１級建築施工管理技士学科、・１級土木施工管理技士学科 

 は『建築労働者確保育成助成金』の対象コースです。 

学費が企業負担で雇用保険に加入している場合学費の８０％ 

（最高２０万円）が助成されます。 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校 

を開講（７年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連絡を 

お待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協） 0428-22-6245 石川 

 日建学院立川校  担当：澤田 080-9349-3870 
 

事業費の削減をしないよう要望します。  

 

二．地元中小建設業者の受注機会の確保について 

  東日本大震災を契機に、災害時における応急対策として、地

元中小建設業者の必要性が広く見直されております。                                    

地元中小建設業者の存続と育成のため、受注機会の確保強化

に関し、次の事項を要望します。 

                                    

１ 分離・分割発注の徹底について 

  東京都では、分離分割発注を積極的に推進されております

が、土木工事については、地元中小企業対応案件増加のため、

引き続き分離分割発注の徹底を強く要望します。 

                                 

２ 工事の発注について                                     

  公表案件の一部に、区市町村の工事許可や地権者の同意等 

が得られていない案件が見受けられます。工事契約から着手 

に至るまで時間を要する原因となり、技術者を束縛すること 

になるため、事前に調整された上での工事発注をお願いしま 

す。 
   

三．入札・契約制度の改善について                                        

  入札・契約制度の改善について、次の事項を要望します。 
 

１ 現在、競争が激化し低入札案件が増大しており、工事の 

品質確保や下請業者へのしわ寄せが想定されます。また、担

い手の確保及び社会保険等の加入により福利厚生に費用が

係るため、最低制限価格引き上げの検討を要望します。                          

◇お 知 ら せ◇ 

 

 
 

 

月日  平成２７年１１月４日（水曜日）  

時間  １４時から１６時１５分 

会場  福生市民会館  小ホール 

   研修（講演） 

・暴力団排除ＤＶＤ視聴 

・講 演  テーマ：暴力団情勢と対応要領について 

・質疑応答   

・講師：警視庁組織犯罪対策第三課暴力団排除第一係長 

   第１０回総会 

    ・来賓 

福生市長 

西多摩建設事務所長 

       （財）暴力団追放運動推進都民センター代表理事  

警視庁福生警察署長 

警視庁青梅・福生・五日市警察署担当課長 他 

西多摩地区建設業界暴力団等排除協議 

平成２７年度研修（講演）及び総会開催 
 

JFEスチール 工場見学会のご案内 

西建協・若手経営者の会（代表幹事熊谷拓治）は、研修

を１２月２２日に実施いたします。 

日 時   平成２７年１２月２２日（火）  

視察先   扇島（川崎市・横浜市）にある 

JFEスチール 東日本製鉄所 

申込期限  １１月１０日、事務局まで 

 


